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主 な 内 容

市民と築く安心で健康なまち　しろい　～つなげよう！人と笑顔　地域の輪～

　

平成 26年
（2014 年） 白井市は

「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.753

5.15
■市営駅前駐輪場定期利用料金改定……2
■市営水道の一部給水地域に異物混入…3
■平成26年度国民健康保険税 …………4
■介護予防講演会 …………………………5
■房総アドベンチャー参加者募集………5

　市では、平成27年4月1
日付けで採用する職員の
採用試験を平成26年度印
旛郡市職員採用共同試験
により実施します。

試験日程　〔1次〕7月27日㈰　午前10時～（受け付け　午前8時30分～）
〔2次〕8月下旬（対象は1次試験合格者で該当者には通知します）
試験場所　〔1次〕千葉敬愛高等学校（四街道市）〔2次〕白井市役所
採用予定職種・人数　一般行政職上級　9人程度、土木職上級　2人
程度　※一般行政職のうち2人は、障がい者を募集します。
対象　昭和54年4月2日から平成5年4月1日までに生まれた人（学歴
不問）
※平成5年4月2日以降に生まれた人で学校教育法に基づく大学（短
期大学を除く）を卒業した人（卒業見込みを含む）も対象です。
　試験案内・申込書は5月19日㈪以降、市総務課または市ホームペー
ジから入手することができます。
■申・■問　申込書に必要事項を記入の上、6月3日㈫から6月20日㈮ま
でに郵送（消印有効）か直接市総務課人事班　内線3314・5へ

市職員採用試験（上級職）

日程　8月16日㈯～ 26日㈫（10泊11日）
対象　市内在住の私立中
学校に通う中学2・3年生
2人（作文および面接など
により選考します）
※市立中学校に通う生徒
の参加者は、各中学校を
通じて募集しています。
費用　約21万円（個人負
担約16万円、補助金5万円）
■申・■問　5月29日㈭まで
に所定の用紙（市また
は市教育センター室のホームページにあります）に必要事項を記入の上、
ファクス、Eメールか直接教育センター室　内線3471・ （492）6377・  

kyouiku-center@city.shiroi.chiba.jpへ

第22回白井市青少年海外派遣参加者募集

白井市役所

　市では青少年の国際理解を深め、国際的視野を広めるために毎年中学
生をオーストラリアの友好都市キャンパスピ市とブリンバンク市の学校
へ派遣しており、今年で22年目を迎えます。
　派遣先の学校が立てた計画に沿って、授業や校外学習への参加、ホス
トファミリーの家庭への宿泊などを行いますので、国際交流に関心があ
る私立中学校などへ通っている中学生の参加者を募集します。
※国際情勢などの影響で、予定が変更になる場合もあります。

千羽鶴を皆で楽しく折りました

　　　　　寄附の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成26年 3月末現在）

寄附者が指定した事業
寄附の受け入れ 寄附の活用

件数 金額 活用事業 金額
防犯対策および交通安全対
策の推進に関する事業

2件 3,766,712円 防犯対策事業 3,250,000円

高齢者および障害者の福祉
の向上に関する事業

16件 2,195,200円 平成26年度以降に活用させていただきます

環境の保全に関する事業 1件 126,000円
省資源・省エネルギー推
進事業

126,000円

教育の充実に関する事業 7件 1,146,712円 
小学校管理運営に要する
経費（白井第一小学校の
楽器修繕）

120,000円

文化の振興および文化財の
保護に関する事業

6件 215,813円 平成26年度以降に活用させていただきます

寄附者が希望する事業 5件 137,500円 こども発達センター事業 94,000円

使途を指定しない 6件 359,105円 平成26年度以降に活用させていただきます

合　計 43件 7,947,042円 ー 3,590,000円

まちづくり寄附金基金残高 4,357,042 円

平成26年度当初予算で事業費の財源として計上済み 2,835,171 円

今後の予算において事業費の財源として計上予定 1,521,871 円

〜
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

「
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
」
活
用
状
況
を
公
表

　
市
で
は
、
平
成
25
年
1
月
か
ら
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
し
て
応
援
し

よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
附
金
を
募
り
、
寄
附
者
の
意
向
を
反
映
し
た
事
業

を
展
開
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
寄
附
金
は
基
金
に
積
み
立
て
、
寄
附
者
の
意
向
に
合
わ
せ
て
、
原
則
、
翌
年

度
の
事
業
に
充
当
し
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
平
成
26
年
3
月
末
ま
で

の
寄
附
と
、
平
成
25
年
度
の
9
月
の
補
正
予
算
ま
で
に
充
当
し
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
寄
附
に
つ
い
て
、
左
表
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

問
　
財
政
課
財
政
班
内
線
3
3
3
1
・
2

演奏会の様子　写真提供：白井第一小学校

※受入額と活用額の差額、4,357,042円は、「まちづくり寄附金基金」に積み立て、そのうち
2,835,171円については平成26年度の当初予算で事業費の財源として計上し、1,521,871円につ
いては、9月の補正予算または平成27年度以降の事業に充当し、活用させていただきます。

「まちづくり
寄附金制度」とは

　 「まちづくり寄附金制度」は、寄附者が自らの寄附金の使い
道を指定することにより、具体的なイメージを持って市のまち
づくりに参加することができるものです。いただいた寄附金の
合計金額のうち2千円を超えた分の一定額について、確定申告
を行うことで住民税と所得税の寄附金控除を受けられるという
メリットもあります。
　市民の皆さんはもちろん、市内出身で市外に住んでいる人や
市にゆかりのある人、市を応援しようとする人など、誰でもこ
の制度を利用することができます。
　具体的な寄附の方法などは、市のホームページでお知らせし
ています。



市
営
駅
前
駐
輪
場

定
期
利
用
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

※　　　　　は「自転車等放置禁止区域」　　　　　　  は駐輪場です。

域
」
に
定
め
て
い
ま
す
。

　
放
置
禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ
て
い

る
自
転
車
や
原
動
機
付
自
転
車
は
、

条
例
に
基
づ
き
市
で
撤
去
・
移
送
し

ま
す
。

　
撤
去
し
た
自
転
車
な
ど
の
引
き
取

り
の
際
に
は
、
使
用
者
が
移
送
保
管

手
数
料
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
駐
輪
す
る
と
き
は
必
ず
所
定
の

駐
輪
場
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
営
駐
輪
場
を
使
用
す
る
場
合
は

必
ず
定
期
利
用
の
申
請
を
す
る
か
、

一
時
利
用
券
を
購
入
し
て
自
転
車
な

ど
に
貼
付
し
ま
し
ょ
う
。

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な

ど
の
返
還

　
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
の
返
還

に
は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
返
還
申
請
の
方
法
な
ど
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
返
還
申
請
】

日
時

　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
お
よ
び

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

申
請
場
所
　
市
役
所
3
階
市
民
安
全

課持
ち
物
　
返
還
を
受
け
る
人
の
住
所

や
氏
名
が
確
認
で
き
る
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
な
ど
）  

、
印
鑑
、
は

が
き
で
通
知
を
受
け
た
場
合
は
「
保

管
自
転
車
等
返
還
通
知
」

移
送
保
管
手
数
料
　
自
転
車
2
、
0

0
0
円
、
原
動
機
付
自
転
車
3
、  

0

0
0
円

【
自
転
車
な
ど
の
返
還
】

日
時
　
金
・
日
曜
日
（
金
曜
日
が
祝

日
の
場
合
や
年
末
年
始
を
除
く
）

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
放
置
自
転
車
保
管
場
所
（
下

図
の
と
お
り
）

持
ち
物

　
返
還
申
請
時
に
発
行
す
る

返
還
許
可
証
、
自
転
車
な
ど
の
鍵
、

印
鑑

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　
内

線
3
3
2
1
・
2

西白井駅前 白井駅前

白井コミュニ
ティセンター

白井商工会

ひだまり館
（旧中央公民館別館）

白井中学校

白井第一小学校

白井市役所

白井消防署

放置自転車
保管場所

県
道
市
川
印
西
線

国道16
号線

←柏

千葉→

白井交差点

　
市
で
は
、
定
期
的
に
使
用
料
・
手

数
料
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
駐
輪
場
の
定
期
利
用
料
金

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

受
益
と
負
担
の
視
点
か
ら
実
際
の
経

費
と
の
差
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
値

上
げ
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
駐
輪
場
の
利
用
状
況
は
、

年
間
利
用
者
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
利
用
者
の
公
平
性

を
確
保
す
る
た
め
、
年
間
利
用
の
申

し
込
み
が
落
ち
着
く
6
月
末
ま
で
は

現
状
維
持
と
し
、
7
月
1
日
か
ら
値

上
げ
と
な
り
ま
す
。

定
期
利
用
料
金
が
変
更

に
な
り
ま
す

　
7
月
1
日
㈫
か
ら
の
白
井
駅
前
お

よ
び
西
白
井
駅
前
駐
輪
場
の
定
期
利

用
料
金
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
一
時
利
用
の
料
金
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　
駐
輪
場
は
自
転
車
と
、
排
気
量
50

㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
が
利
用

で
き
ま
す
（
原
動
機
付
自
転
車
が
利

用
で
き
る
の
は
、
白
井
駅
前
第
3
駐

輪
場
、
西
白
井
駅
前
第
1
・
2
駐
輪

場
の
み
で
す
）。

　
申
し
込
み
は
1
人
1
台
と
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
希
望
す
る
場
所
に
よ
っ
て

は
す
で
に
満
車
の
場
所
も
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
既
に
定
期
利
用
を
し
て
い
る
人

　
現
在
、
定
期
利
用
を
利
用
し
て
い

る
場
合
、
今
回
の
変
更
に
よ
る
差
額

料
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

利
用
期
間

　
申
し
込
み
の
日
か
ら
平

成
27
年
3
月
31
日
ま
で

※
月
極
め
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
場
所
　
市
役
所
3
階
市
民
安
全

課定
期
使
用
料
が
免
除
さ

れ
ま
す

　
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
、
使

用
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
を
す
る
時
に
、
使
用
料
減
免

申
請
書
と
手
帳
な
ど
の
写
し
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

●
生
活
保
護
法
に
基
づ
き
、
保
護
を

受
け
て
い
る
世
帯
の
人

●
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
き
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

●
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
き
、
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

人
と
そ
の
児
童

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
児
童
手
当

と
は
異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
交
付
さ
れ
た
療
育
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
人

駐
輪
場
利
用
の
ル
ー
ル

と
注
意
事
項

●
駐
輪
場
内
で
の
自
転
車
な
ど
の
盗

難
・
損
傷
等
の
利
用
者
の
損
害
に
つ

い
て
、
市
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま

せ
ん

●
盗
難
防
止
の
た
め
、
利
用
者
は
自

転
車
な
ど
へ
二
重
ロ
ッ
ク
を
し
確
実

に
施
錠
を
し
て
く
だ
さ
い

●
危
険
防
止
の
た
め
、
駐
輪
場
内
は

自
転
車
・
原
動
機
付
自
転
車
は
降
車

し
て
通
行
し
、
ラ
ッ
ク
・
区
画
線
に

き
ち
ん
と
停
め
て
く
だ
さ
い

●
ル
ー
ル
違
反
（
指
定
駐
輪
場
以
外

へ
の
駐
輪
、
無
許
可
駐
輪
な
ど
）
の

自
転
車
な
ど
は
、
撤
去
し
ま
す

●
一
時
使
用
は
駐
車
券
発
行
か
ら
24

時
間
と
な
り
ま
す
の
で
、
時
間
を
超

え
た
場
合
は
、
改
め
て
一
時
使
用
券

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い

●
発
火
性
・
引
火
性
な
ど
の
危
険
物

持
ち
込
み
や
、
ゴ
ミ
な
ど
を
放
置
・

散
乱
し
な
い
で
く
だ
さ
い

●
駅
側
か
ら
間
を
空
け
ず
に
駐
輪
し

て
く
だ
さ
い

●
駐
輪
場
の
利
用
に
際
し
て
は
、
係

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

自
転
車
の
放
置
は
や
め

ま
し
ょ
う

　
放
置
自
転
車
は
駅
前
広
場
や
歩
道

を
ふ
さ
ぎ
、
歩
行
者
や
身
体
に
障
害

が
あ
る
人
の
通
行
や
、
救
急
車
・
消

防
車
な
ど
に
よ
る
緊
急
出
動
の
妨
げ

と
な
り
ま
す
。

　
市
は
「
市
自
転
車
等
の
放
置
防
止

に
関
す
る
条
例
」
で
、
上
図
の
と
お

り
白
井
駅
前
お
よ
び
西
白
井
駅
前
の

周
辺
を
「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区

7月1日からの新料金表

使用区分
市内在住者 市外在住者

自転車 原動機付
自転車 自転車 原動機付

自転車

定期利用
（年間）

一般 3,600円 5,400円 7,200円 10,800円

高校生以下 1,800円 2,700円 3,600円 5,400円

一時利用（24時間まで） 100円 200円 100円 200円

※一時使用が可能な駐輪場は、白井駅前は第1・3駐輪場、西白井駅前は、
第1・2駐輪場となります。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な

い
石
油
な
ど
の
資
源
や
、
ご
み
の

埋
立
て
場
所
が
少
し
ず
つ
減
っ
て

き
て
い
る
今
、
な
る
べ
く
資
源
を

使
わ
ず
、
一
度
使
用
し
た
も
の
を

再
び
資
源
に
戻
す
「
循
環
型
社

会
」
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
重
要
な
の
が「
3
R（
ス

リ
ー
ア
ー
ル
）」
で
す
。

　
3
R
と
は
、ご
み
を
減
ら
す「
Ｒ

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）」

繰
り
返
し
使
う「
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ（
リ

ユ
ー
ス
）」
資
源
と
し
て
再
利
用

す
る
「
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ

イ
ク
ル
）」
の
3
つ
の
取
り
組
み

を
表
し
た
も
の
で
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
的
に
利

用
し
、
も
の
を
大
切
に
す
る
3
Ｒ

の
取
り
組
み
に
、
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
「
リ
デ
ュ
ー
ス
」
は
ご
み
を
減

ら
す
こ
と
が
一
番
大
事

循
環
型
社
会
を
目
指
し

「
3
R
」
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！

●
買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
ク
な
ど
を

持
参
し
、
レ
ジ
袋
の
使
用
を
減
ら

す●
ば
ら
売
り
や
、
量
り
売
り
な
ど

を
上
手
に
利
用
し
、
必
要
な
量
だ

け
を
買
う
よ
う
に
心
掛
け
る

◆
「
リ
ユ
ー
ス
」
は
繰
り
返
し
使

う
工
夫
を

●
洗
っ
て
再
使
用
で
き
る
「
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
」
に
入
っ
た
商

品
を
使
用
す
る
よ
う
に
心
掛
け
る

●
地
域
の
バ
ザ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
す
る

◆
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
は
資
源
と
し

て
再
利
用
す
る

●
び
ん
や
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

紙
類
な
ど
は
、
新
し
い
製
品
に
生

ま
れ
変
わ
れ
る
の
で
、
分
別
の

ル
ー
ル
を
守
り
、
再
資
源
化
を
心

掛
け
る

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班
　
内
線
3
2
7
5

　
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
的
に
活
用
す
る
切
っ
掛
け
と
な
る

よ
う
、
ご
み
の
資
源
化
や
減
量
化
に
つ
い
て
、
毎
月
15
日
号

に
連
載
し
ま
す
。

西白井駅前駐輪場

❶
第1駐輪場

❷
第2駐輪場 第3駐輪場

第4駐輪場

❸

❹

❶ 第1駐輪場

❷
第2駐輪場

❸

第3駐輪場

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

①

2014.5.15 2



　4月25日に文化会館
中ホールで「しろいふ
るさと大使委嘱式」を
行いました。委嘱式に
は多くの皆さんが集ま
り、ふるさと大使の皆
さんのあいさつとパ
フォーマンスで会場が
にぎわいました。

平
日
に
開
催
し
、
1
回
あ
た
り
2
時

間
程
度
の
会
議
時
間
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

報
酬
　
1
回
6
、
6
0
0
円

申
・
問

　
所
定
の
応
募
用
紙
（
企
画

政
策
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
30
日
㈮
ま
で
に
郵
送

か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
　
内
線

3
3
5
3
・

k
ik
ak
u
-seisak

u

@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

「
住
民
意
識
調
査
」
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
「
白
井
市
第
5
次
総
合
計

画
（
平
成
28
年
度
か
ら
10
年
間
の
計

画
）」
と
市
の
都
市
計
画
に
関
す
る

基
本
方
針
と
な
る
「
白
井
市
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
平
成
28
年
度
か
ら

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

Q
　
大
手
証
券
会
社
を
名
乗
り
「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
場
を
つ
く

る
会
社
が
社
債
を
発
行
す
る
。
値
上

が
り
確
実
で
人
気
が
高
く
、
選
ば
れ

た
人
し
か
買
え
な
い
。
あ
な
た
が
当

選
し
た
の
で
連
絡
し
た
が
、
必
要
な

け
れ
ば
権
利
を
売
っ
て
ほ
し
い
」
と

言
わ
れ
た
。

　
一
度
は
断
っ
た
が
、
今
度
は
別
の

会
社
か
ら
電
話
が
あ
り
、
も
っ
と
高

く
買
い
取
る
と
言
わ
れ
た
。

　
突
然
の
勧
誘
話
で
驚
い
て
い
る
。

勧
誘
を
信
じ
て
も
大
丈
夫
か
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

A
　
こ
の
よ
う
に
「
あ
な
た
が
選
ば

れ
た
」「
社
債
の
権
利
を
高
く
買
う
」

な
ど
と
言
っ
て
、
数
人
で
勧
誘
し
て

く
る
「
劇
場
型
勧
誘
」
と
呼
ば
れ
る

電
話
勧
誘
の
被
害
が
、
高
齢
者
を
中

心
に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　「
あ
な
た
の
名
義
を
貸
し
て
く
れ

た
ら
謝
礼
を
払
う
か
ら
、
申
込
書
だ

け
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、
軽

い
気
持
ち
で
応
じ
た
と
こ
ろ
、
後
か

ら
「
名
義
貸
し
が
知
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
た
め
、
一
時
的
に
金
を
立

て
替
え
て
ほ
し
い
、
そ
う
し
な
い
と

裁
判
に
な
る
」
と
脅
か
さ
れ
、
怖
く

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
か
た
っ
た

「
劇
場
型
勧
誘
」
に
ご
用
心
！

な
り
数
百
万
円
を
支
払
っ
た
後
、
相

手
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
と
い

う
話
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
限
ら
ず
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
時

事
の
話
題
や
、
大
企
業
や
病
院
の
移

転
計
画
な
ど
の
地
域
の
話
題
を
巧
妙

に
利
用
し
、
う
ま
く
話
を
作
っ
て
相

手
を
そ
の
気
に
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

信
用
さ
せ
る
た
め
に
立
派
な
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
送
っ
て
き
た
り
、
有
名
企

業
や
団
体
名
を
勝
手
に
名
乗
る
こ
と

も
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
る
日
突
然
、
電
話
や
郵
便
で
知

ら
な
い
人
か
ら
「
ウ
マ
イ
儲も

う
け
話
」

が
く
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
も
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ

た
ら
、
話
を
聞
か
ず
に
電
話
を
切
り
、

何
度
も
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
、

毅き
ぜ
ん然
と
し
た
態
度
で
き
っ
ぱ
り
と
断

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
留
守
番

電
話
に
し
て
お
く
の
も
良
い
手
段
で

す
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
〜
金
曜
日

　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
178

「
総
合
計
画
審
議
会
」

の
委
員
を
募
集

　
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
計
画

行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
総
合
計
画

審
議
会
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
審
議
会
は
、
市
の
総
合
計
画

策
定
に
関
す
る
諮
問
に
応
じ
、
調
査

や
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
計
画
の

推
進
状
況
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　
委
員
は
、
今
回
募
集
を
す
る
市
民

委
員
5
人
と
学
識
経
験
を
有
す
る
者

5
人
、
諸
団
体
の
代
表
者
5
人
の
15

人
で
構
成
し
ま
す
。

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
20
歳

以
上
の
人

　
5
人

※
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
、
結
果

に
つ
い
て
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

任
期

　
委
嘱
日
か
ら
3
年
間

※
審
議
会
は
、
年
間
3
〜
4
回
程
度

20
年
間
の
計
画
）」
の
策
定
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
計
画
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
住
民
意
識
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
で
、

無
作
為
に
抽
出
し
た
市
民
2
、 

5
0

0
人
を
対
象
に
、
5
月
中
に
調
査
票

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
　
内

線
3
3
5
1
・
3

行
事
の
共
催
お
よ
び
後

援
に
つ
い
て

　
市
お
よ
び
市
教
育
委
員
会
で
は
、

市
民
が
自
主
的
に
行
う
行
事
を
支
援

す
る
た
め
、
一
定
の
承
認
基
準
を
満

た
し
て
い
る
行
事
の
共
催
お
よ
び
後

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
共
催
や
後
援
を
希
望
す
る
団
体
は
、

申
請
書
（
総
務
課
、
教
育
総
務
課
、

◆
総
合
計
画
と
は

　
総
合
計
画
は
市
が
総
合
的
、
計

画
的
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く

上
で
の
長
期
的
な
基
本
指
針
と
な

る
も
の
で
、
市
の
最
も
上
位
に
位

置
付
け
ら
れ
る
計
画
で
す
。

　
こ
の
計
画
は
「
基
本
構
想
」「
基

本
計
画
」「
実
施
計
画
」
の
3
つ

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

緑のカーテン講座
日程 時間 場所

6月1日㈰

10：00 ～
12：00 白井駅前センター

14：00 ～
16：00 桜台センター

6月7日㈯

10：00 ～
12：00

西白井複合セン
ター

14：00 ～
16：00 冨士センター

～上下水道課からのお知らせ～

市営水道の一部給水区域で異物の混入が
ありました
　市営水道の一部給水区域において水道水に黒いきょ
う雑物（異物）が混入する事例がありました。
　市では、配水管の洗浄作業などを行い「安全・安心
な水」の供給に努めていますが、もしもこのような事
例を確認したときは、次のとおり対応をお願いします。
【台所や風呂、洗面所など個別の水栓から出る水のみに
混じっている場合】
　水栓に組み込まれているゴムパッキンや、湯水混合
水栓につながるホース内面のゴムの劣化が考えられま
す。また、給湯系統（赤い蛇口）のみの場合は給湯器
が原因と考えられます。設備メーカーまたは給水装置
指定工事店に相談してください。
【トイレの便器に出る水に混じっている場合】
　便器に送る水をためておくタンク内に使用されてい
るゴム管やゴムフロートの劣化が考えられます。設備
メーカーまたは給水装置指定工事店に相談してくださ
い。
【蛇口や便器など複数の水栓から出る水に混じっている
場合】
　配水管から水道メーター付近までの配管材として使
用されているゴムパッキンや配水施設に使用されてい
るゴムの劣化が考えられますので、上下水道課へ連絡
をしてください。
■問　上下水道課維持管理班　内線3454・5

危険業務従事者叙勲
　4月12日に第22回危険業務従事者叙勲
受章者が発表され、市内では大津さんが
受章されました。
瑞宝双光章
　【警察功労】
　　大津孝雄さん（桜台在住）
　　　　　　　　　　　＜元皇宮警察＞

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
総
務
課
ま

た
は
教
育
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
4
月
1
日
か
ら
申
請
書
お

よ
び
承
認
基
準
な
ど
が
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
行
事
と
は
】

　
展
覧
会
や
講
習
会
、
研
究
会
、
競

技
会
、
そ
の
他
集
会
ま
た
は
催
し
物

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
共
催
と
は
】

　
行
事
の
企
画
ま
た
は
運
営
に
参
加

し
、
共
同
主
催
者
と
し
て
の
責
任
の

一
部
を
分
担
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
後
援
と
は
】

　
行
事
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
そ
の
開

催
を
援
助
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

承
認
基
準

●
市
ま
た
は
教
育
委
員
会
の
施
策
上
、

明
ら
か
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の

●
団
体
も
し
く
は
そ
の
機
関
ま
た
は

こ
れ
ら
の
長
が
主
催
す
る
も
の

●
市
の
区
域
お
よ
び
こ
れ
に
隣
接
す

る
地
域
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

市
民
の
幅
広
い
参
加
が
期
待
で
き
る

も
の

●
全
市
的
な
規
模
も
し
く
は
こ
れ
に

準
ず
る
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
規
模

を
有
す
る
も
の

●
営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の

●
政
治
的
色
彩
を
有
し
な
い
も
の

●
宗
教
的
色
彩
を
有
し
な
い
も
の

●
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
も
の
、
そ

の
他
社
会
的
非
難
を
受
け
る
お
そ
れ

が
な
い
も
の

申
・
問

　
市
の
共
催
ま
た
は
後
援
を

希
望
す
る
場
合
は
総
務
課
行
政
班
　

内
線
3
3
1
2
・
3
、
教
育
委
員
会

の
共
催
ま
た
は
後
援
を
希
望
す
る
場

合
は
教
育
総
務
課
総
務
班
　
内
線
3

4
1
2
・
4
へ

公
共
下
水
道
事
業
の
縦
覧

　「
白
井
市
印
旛
沼
流
域
関
連
公
共

下
水
道
」
事
業
計
画
の
変
更
に
よ
る
、

事
業
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
日
時

　
16
日
㈮
〜
29
日
㈭

　
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
　
市
役
所
4
階
上
下
水
道
課

変
更
概
要
　
事
業
区
域
の
変
更
な
ど

問
　
上
下
水
道
課
計
画
建
設
班

　
内

線
3
4
5
2

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
4
月
18
日
か
ら
25
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目

　
セ
リ
、
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
リ
ー

フ
レ
タ
ス
、
山
東
菜
、
イ
ン
ゲ
ン

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

緑
の
カ
ー
テ
ン
講
座

　
今
夏
の
節
電
に
対
す
る
意
識
の
向

上
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
づ
く
り
」
に
向
け
た
ゴ
ー

ヤ
お
よ
び
ア
サ
ガ
オ
の
栽
培
に
関
す

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
者
に
は
講
座
に
関
係
し
た
苗

木
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
下
表
の
と
お
り

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
　

各
会
場
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
5
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
直
接
環
境
課
環
境
保
全
班

　
内
線

3
2
7
6
・
7
へ

しろいふるさと大使を委嘱しました

委嘱を受けたしろいふるさと大使の皆さん

　委嘱を記念して、大使の皆さんが1枚の色紙に書いたサインを
2人にプレゼントします。
※応募は1人1通とし、応募者多数の場合は抽選を行います。
また当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
■申・■問　郵便番号、住所、氏名を記入の上、26日㈪（当日必着）
までにはがきかEメールで秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～
4・{ hisyo@city.shiroi.chiba.jpへ
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とりうみ小児科　鳥海佳代子医師
●先生の専門分野を教えてください
　研修医の時からずっと小児科を専門にしています。
看護師をしている母親の影響で、人とかかわる仕事
に就きたいと思い、医師を志しました。島根県の大
学病院で働いていた時には、離島に派遣されたこと
もあります。島で唯一の小児科医だったので、他の
医師が代わりに来てくれるときだけしか島から出ら
れないなど貴重な経験をしました。
●診察するときのモットーや心がけていることは
　子どもは自分の症状をうまく伝えることができな
いので、保護者の話が「診断の決め手」となります。
そのため、保護者から子どもの様子や病気の経過に
ついて、詳しく話を聞くことを心がけています。風邪や胃腸炎など、感染症にかかっ
ている子どもの診察することが一番多いのでたいていはすぐに治りますが、病気が
こじれそうな場合は細かく注意点を話すようにしています。
●趣味や休日の過ごし方を教えてください
　趣味はフラダンスです。途中で休んでいたこともありますが、7年くらい続けて
います。きれいな花や海、好きな人のことなどを歌っている曲が多いので、日々の
癒しの時間になっています。
●子育てをしているパパ・ママへのメッセージをお願いします
　私も2人の子どもを育てるようになって、子育ての大変さを感じています。子育
ては大変な事ですが、時々は好きなことができる「自分だけの時間」を取るように
し、息抜きをするようにしてください。
　仕事をしていると、子どもと接する時間が短い人もいると思いますが、大丈夫で
す。大切なのは子どもと居る時間の長さではなく密度だと思います。子どもと一緒
に過ごすときに、子どもとしっかり向き合うことが大切ですので「自分は愛されて
いる」「大切にされている」と子どもが感じられるように、笑顔を向けたり、話をじっ
くり聞いたり、ギューっと抱きしめてあげてくださいね。

とりうみ小児科　堀込1-1-14　☎（498）1112

私のまちのかかりつけ医私のまちのかかりつけ医

鳥海佳代子医師

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
】

◆
な
の
は
な
シ
ニ
ア
千
葉
特
選
演
芸

会　
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

㈶
千
葉
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
合

同
で
演
芸
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
6
月
19
日
㈭

　
午
前
9
時
45

分
〜
（
開
場

　
午
前
9
時
15
分
〜
）

場
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
　
市
内
在
住
者
　
8
0
0
人

（
申
し
込
み
順
）

内
容
　
原
田
直
之
（
民
謡
シ
ョ
ー
）、

松
平
洋
子
（
お
し
ん
歌
謡
浪
曲
）、

仙
若
（
江
戸
太
神
楽
）

入
場
料
　
1
、
8
0
0
円

※
入
場
チ
ケ
ッ
ト
は
、
市
高
齢
者
ク

ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
市
高
齢
者
福

祉
課
内
）
に
あ
り
ま
す
。

問
　
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局
（
市
高
齢
者
福
祉
課
内
）
☎
（
4

9
7
）
3
4
8
4

※
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員
で
参
加
を

希
望
す
る
人
は
、
直
接
地
区
高
齢
者

ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

◆
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
募

集　
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
演
芸
会
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
楽
し
い
催
し
が
あ
り
ま
す
。

　
一
緒
に
仲
間
づ
く
り
や
健
康
増
進

の
た
め
の
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
　
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局
（
市
高
齢
者
福
祉
課
内
）
☎
（
4

9
7
）
3
4
8
4

演芸会の様子

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
測
定
費
用
を
一
部
助

成
し
ま
す

　
市
で
は
、
目
に
見
え
な
い
放
射
線

の
影
響
に
よ
る
健
康
不
安
を
軽
減
す

る
た
め
、
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ

で
測
定
し
た
場
合
、
測
定
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
測
定
機
関
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
の
測
定
が

で
き
る
機
関
な
ど
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
と
は
、

体
内
に
存
在
す
る
放
射
性
物
質
か
ら

放
出
さ
れ
る
ガ
ン
マ
線
を
検
出
器
で

測
定
す
る
も
の
で
す
。

助
成
対
象
期
間

　
平
成
25
年
4
月
1

日
㈪
〜
平
成
27
年
3
月
31
日
㈫

対
象
　
白
井
市
に
住
民
票
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
助
成
対
象
期
間
中
に
妊
娠
し
て
い

る
人

●
平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

助
成
金
額
　
1
人
3
、
0
0
0
円
以

内
　
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
　
1

人
6
、
0
0
0
円
以
内

※
助
成
を
受
け
ら
れ
る
回
数
は
、
1

人
1
回
ま
で
で
す
。

申
・
問

　
測
定
結
果
が
確
認
で
き
る

書
類
、
領
収
書
の
原
本
、
認
め
印
、

振
り
込
み
を
希
望
す
る
口
座
の
分
か

る
も
の
（
本
人
ま
た
は
同
世
帯
の
人

の
も
の
）、
妊
娠
し
て
い
る
人
は
母

子
手
帳
を
持
参
の
上
、
平
成
27
年
3

月
31
日
㈫
ま
で
に
、
直
接
健
康
課
母

子
保
健
班

　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9

4
へ

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
国
・

県
支
出
金
を
は
じ
め
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
か
ら
の
国
保
税
な
ど
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
国
保
税
の
内
訳

　
平
成
26
年
度
は
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
・
介
護
納
付
金
の
課
税
限
度
額

の
引
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
内
訳
に

つ
い
て
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
国
保
税
の
納
付

【
普
通
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
該
当
者
を
除
く
）  

】

　
平
成
26
年
度
国
保
税
納
税
通
知
書

を
7
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
国
保
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め
に
、

必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

第
1
期
の
納
付
期
限

　
7
月
31
日
㈭

◆
口
座
振
替
を
推
進
し
て
い
ま
す

　
国
保
税
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す
た

め
に
、
一
度
の
手
続
き
で
簡
単
・
便

利
に
納
付
で
き
る
口
座
振
替
を
利
用

し
ま
せ
ん
か
。

　
口
座
振
替
の
開
始
は
、
届
け
出
か

ら
通
常
2
カ
月
ほ
ど
掛
か
り
ま
す
。

第
1
期
か
ら
口
座
振
替
を
希
望
す
る

場
合
は
、
今
月
中
に
金
融
機
関
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
　

　
次
の
す
べ
て
を
持
参
し
た
上
で
、

直
接
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機

関
の
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
預
（
貯
）
金
通
帳

●
通
帳
の
届
け
出
印

●
預
金
口
座
振
替
依
頼
書

※
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
内

の
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。

　
市
外
の
金
融
機
関
を
利
用
す
る
場

合
は
、
保
険
年
金
課
へ
依
頼
書
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
利
用
す
る
場
合

は
、
窓
口
に
あ
る
専
用
の
様
式
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
取
り
扱
い
金
融
機
関

千
葉
銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京
葉

銀
行
、
千
葉
信
用
金
庫
、
西
印
旛
農

業
協
同
組
合
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
井

住
友
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
三
菱
東

京
U
F
J
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

【
特
別
徴
収
の
人
】

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯
は
、

国
保
税
が
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。

●
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る

●
世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
全
員
が

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る

●
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
が
特
別
徴

収
に
な
っ
て
い
る

●
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
世
帯
主

の
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
、

国
保
税
と
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
が

合
わ
せ
て
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1

を
超
え
な
い

◆
普
通
徴
収
に
変
更
で
き
ま
す

　
口
座
振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
に
切

り
替
え
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次
の

書
類
を
保
険
年
金
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
口
座
振
替
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
る
人
〕

●
国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更

申
出
書

〔
口
座
振
替
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
な
い
人
〕

●
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き

を
し
た
際
に
渡
さ
れ
る
「
口
座
振
替

依
頼
書
（
本
人
用
）  

」
の
写
し

●
国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更

申
出
書

◆
所
得
税
の
控
除
に
つ
い
て

　
国
保
税
の
納
付
額
は
、
年
金
天
引

き
の
場
合
は
世
帯
主
に
、
口
座
振
替

の
場
合
は
口
座
名
義
人
に
対
し
て
、

所
得
税
お
よ
び
市
・
県
民
税
の
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
市
・
県
民
税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　
世
帯
主
と
被
保
険
者
の
平
成
25
年

中
の
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下
の
世

帯
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
行
う

こ
と
で
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
国
保
の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主

で
、
平
成
25
年
分
の
市
・
県
民
税
の

申
告
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
や
収

入
の
な
い
人
、
市
・
県
民
税
の
対
象

と
な
ら
な
い
遺
族
年
金
・
障
害
年
金

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
税

国保税率と賦課限度額

区分 率と額

医
療
分

所得割 7.03㌫

被保険者別均等割 26,300円

世帯別平等割 30,300円

賦課限度額 510,000円

支
援
分

所得割 2.1㌫

被保険者別均等割 4,300円

賦課限度額 160,000円

介
護
分

所得割 1.42㌫

被保険者別均等割 11,400円

賦課限度額 140,000円

を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
国
保
以
外
の
保
険
に
加
入
し
た
時

は
必
ず
届
け
出
を

　
国
保
の
加
入
者
が
他
の
保
険
に
入

っ
た
場
合
、
国
保
の
資
格
喪
失
の
届

け
出
を
し
な
い
と
国
保
税
が
掛
り
続

け
、
そ
の
ま
ま
滞
納
の
状
態
が
続
く

と
督
促
状
が
発
送
さ
れ
滞
納
処
分
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
資
格
の
変
更
は
、
自
動
的
に

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
国
保
と
職
場
の
保
険
証
の
両
方
を

持
参
し
、
保
険
年
金
課
で
国
保
の
資

格
喪
失
の
手
続
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
　
保
険
年
金
課
保
険
税
班
　
内
線

3
1
7
1
〜
3
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

～介護予防講演会～
「ラジオ体操を活用した介護予防＆みんなの体操会」

　市が平成25年度に定めた、6月5日
の「介護予防の日」に、NHKテレ
ビラジオ体操指導者で活躍している
岡本美佳先生とアシスタントの清水
沙希さんが「ラジオ体操を活用した
介護予防＆みんなの体操会」をテー
マとした講演会を行います。
　たくさんの人に馴染みのある「ラ
ジオ体操」は、リズミカルな音楽に合わせて身体を動かす体操です。
　いつでも、どこでも、誰でも手軽にできる全身運動であるラジオ体操を、
正しい動作で行うことで運動効果をアップさせ、笑顔でイキイキした毎日
を過ごしませんか。
　体操は立った姿勢でも座ったままでも、体調に合わせて参加することが
できます。動きやすい服装で参加してください。
※白井市ご当地体操「梨トレ体操」も行います。
日時　6月5日㈭　午後1時30分～ 3時　（開場　午後1時～）
※午後1時20分から25分まで「印西警察署からのお知らせ」
があります。
場所　文化会館中ホール
対象　市内在住者　100人（申し込み順）
参加費　無料
■申・■問　氏名、年齢、電話番号、住んでいる地区名を、5月30日㈮までに、
電話かファクス、Eメールで高齢者福祉課高齢者支援班　☎（497）3484・
N（492）3033・{ koureisya-fukusi@city.shiroi.chiba.jpへ

岡本美佳先生 清水沙希さん

～自分にチャレンジ！～　房総アドベンチャー参加者募集
　市では、自分たちで立てた計画に基づいて行動する「房総アドベンチャー」を実施します。
　房総アドベンチャーは自分で課題を見つけ、学び、考え、自らが主体的に判断や行動し、問題を解決することや、仲間と協調し思いやる心、感
動する心などを身に付け、豊かな人間性を養うこと、そして「生きる力」を身に付けることを目的としています。
　宿泊はテント、食事は自炊となり、自然や文化に触れ合いながら、自分たちで立てた計画に基づいて5泊6日の生活をします。宿泊地は市で指定し、
目的地までの移動は公共交通機関を利用しますが、1日に長い距離を歩くこともあります。
日程　7月26日㈯～ 31日㈭（5泊6日）
※事業に必要な知識や技術を習得するため、7月5日㈯・6日㈰に1泊2日の事前研修を行います。
対象　市内在住・在学の小学5年生から高校生まで　24人（男女の応募数により班を調整し、応募者
多数の場合は抽選となります）
持ち物　寝袋（タオルケットなども可）、食器、雨具、着替え
参加費　小学生・9,000円、中学生以上・13,000円
※金額は変更になる場合があります。
■申・■問　往復はがきに住所、氏名、学校名、学年、性別、生年月日、保護者氏名、電話番号を記入
の上、6月6日㈮（必着）までに郵送で生涯学習課「房総アドベンチャー係」内線3433へ

房総アドベンチャー随行ボランティア募集
　子どもたち（1班につき3～ 4人）に随行し、子どもの安全の見守りや活動の助言・指導を行う、全日程参加
できる随行ボランティアを募集します。
　随行するにあたり、事前に必要な基礎研修を実施し、交通費や食費、通信費は支給します。
対象　①青少年の育成や体験活動への指導などに興味がある人　3～ 4人
　　　②教師などを目指している学生　6人（高校卒業以上）
　　　※応募者多数の場合は、選考基準により選考します。
■申・■問　住所、氏名、電話番号、年齢、性別、青少年の育成経験の有無、野外活動指導経験の有無を記入の上、6月13日㈮までに、はがきか
Eメールで生涯学習課「房総アドベンチャー係」　内線3433・{ syougai-gakusyuu@city.shiroi.chiba.jpへ

○
白
井
市
梨
業
組
合

　
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
　
7
0
0
枚

　
い
た
だ
い
た
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

は
、
平
成
26
年
度
に
市
内
の
小
学
校

に
入
学
し
た
新
1
年
生
に
配
布
し
、

交
通
安
全
対
策
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
6
月
11
日
㈬
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
6
月
27
日
㈮
・
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数

　
各
日
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
し
た
い
人

と
の
続
柄
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

プ
レ
マ
マ
・
マ
マ
の
た

め
の
講
座

〜
み
ん
な
で
お
話
し
ま
せ
ん
か
〜

◆
マ
タ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

　
ゆ
っ
た
り
と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
飲

み
な
が
ら
、
気
軽
に
楽
し
く
妊
娠
・

出
産
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　「
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン
『
い
っ
ぽ
い
っ

ぽ
』」
と
の
交
流
タ
イ
ム
も
あ
る
の

で
、
出
産
予
定
日
の
近
い
妊
婦
さ
ん

だ
け
で
な
く
先
輩
マ
マ
と
も
話
が
で

き
ま
す
。

日
時
　
6
月
4
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
け
付
け

　
午
前
9
時
45
分

〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
お
お
む
ね
妊
娠
6
カ
月
か
ら

9
カ
月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族

　

25
人
（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

保
育
　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物

　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
1
0
0
円
（「
ヘ
ル
シ
ー

お
や
つ
」
お
よ
び
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
代
）

◆
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン「
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
」

　
お
お
む
ね
生
後
6
カ
月
ま
で
の
乳

児
と
そ
の
家
族
が
、
気
軽
に
お
し
ゃ

べ
り
で
き
る
場
で
す
。
子
育
て
仲
間

の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

　
親
子
の
触
れ
合
い
遊
び
の
紹
介
も

あ
り
ま
す
。

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
　
6
月
4
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午
（
受
け
付
け

　
午
前
10
時

15
分
〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
お
お
む
ね
生
後
6
カ
月
ま
で

の
乳
児
と
そ
の
家
族

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
2
・

 sy
ou
g
ai-g
ak

u
sy
u
u
@
city
.sh
iroi.ch

iba.

jp

へ平
成
27
年
成
人
式
実
行

委
員
募
集

　
毎
年
新
成
人
が
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
成
人

式
を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
成
人
式
の
ほ

か
に
自
ら
が
主
催
す
る「
二
十
祭（
に

じ
ゅ
っ
さ
い
）」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
式
典
終
了
後
に
実
行
委
員
が
企
画

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
も
の
を
行
い

ま
す
。

　
成
人
式
の
実
施
に
あ
た
り
、
企
画

運
営
を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

　
成
人
の
晴
れ
の
日
を
自
分
た
ち
の

手
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
平
成
6
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
第
1
回
目
の
会
議
を
5
月
31
日
㈯

午
後
1
時
か
ら
開
催
す
る
予
定
で
す
。

申
・
問

　
23
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
E

メ
ー
ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

内
線
3
4
3
3
・

 sy
o
u
g
a
i-

g
a
k
u
sy
u
u
@
c
ity
.sh
iro
i.

ch
iba.jp

へ

※
E
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
場
合
は
、

件
名
に
「
成
人
式
実
行
委
員
希
望
」

と
記
入
し
た
上
で
、
本
文
に
氏
名
、

住
所
、
出
身
小
・
中
学
校
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

白井市民大学校公開講座
　「みんなで創る健康なまち白
井～ヘルスプロモーションの
視点から～」をテーマとした
公開講座を開催します。
※公開講座は、市民大学校入
学式終了後に行います。
日時　6月8日㈰　午後2時30分
～ 4時30分（開場　午後2時20
分～）
場所　市役所6階正庁
対象　市内在住・在勤者　20人（申し込み順）
講師　順天堂大学スポーツ健康科学部
　　　学部長　島内憲夫教授
参加費　無料
■申・■問　氏名を電話またはEメールで生涯学習課
社会教育班　内線3431・2・{ syougai-gakusyuu
@city.shiroi.chiba.jpへ

島内憲夫教授

房総アドベンチャーの最終日はみんなで記念撮影

子どもの安全を見守りながら随行

平成26年成人式実行委員の皆さん

2014.5.155



子

育

て

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

高

齢

者

西  
バ
ブ
ち
び
ラ
ン
ド

　
子
ど
も
と
一
緒
に
「
ヨ
ガ
」
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
28
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
1
か
ら
3
歳
ま
で
の
子
と
そ

の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ

ル
、
水
筒

※
運
動
で
き
る
服
装
（
ジ
ー
ン
ズ
不

可
）
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
2
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

申
　
23
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う

　
雨
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
「
か
た

つ
む
り
」
を
親
子
で
楽
し
く
作
り
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
6
月
2
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

十
余
一
の
開
墾

　
市
内
北
東
に
位
置
す
る
十
余
一

（
と
よ
い
ち
）
地
区
は
、
明
治
時

代
の
下
総
牧
開
墾
事
業
に
よ
り
開

か
れ
た
土
地
で
す
。
十
余
一
は
本

来
「
と
よ
ひ
と
」
と
読
み
、
十
一

番
目
の
開
拓
地
を
意
味
し
ま
し
た

が
、
明
治
時
代
の
途
中
で
今
の
呼

び
方
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
十
余
一
は
、
江
戸
時
代
に
下
総

国
内
に
置
か
れ
た
小
金
五
牧
や
佐

倉
七
牧
か
ら
な
る
下
総
牧
の
う
ち
、

小
金
五
牧
に
属
し
た
印
西
牧
の
主

要
部
分
に
あ
た
り
ま
す
。
印
旛
沼

や
手
賀
沼
に
流
れ
込
む
河
川
の
源

に
な
る
湧
水
地
が
数
多
く
あ
り
、

馬
の
水
呑の

み
場
に
困
ら
な
い
た
め
、

幕
府
の
野
馬
の
牧
場
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
が
東
京
へ
と
改
ま
っ
た
明

治
維
新
、
社
会
秩
序
が
変
わ
っ
て

武
士
や
町
人
た
ち
が
職
を
失
い
、

窮
民
と
呼
ば
れ
る
経
済
的
弱
者
が

あ
ふ
れ
ま
し
た
。
新
政
府
は
窮
民

の
授
産
と
東
京
の
治
安
を
目
的
に
、

幕
府
か
ら
接
取
し
た
下
総
牧
に
窮

民
を
入
植
し
、
開
墾
さ
せ
て
土
地

や
仕
事
を
与
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　
明
治
2
年
（
1
8
6
9
）
に
開

墾
局
を
設
け
、
三
井
八
郎
右
衛
門

ら
富
民
を
募
り
、
開
墾
会
社
を
設

立
さ
せ
「
東
京
開
墾
人
」
と
呼
ば

れ
た
無
籍
無
産
の
窮
民
や
、
自
費

開
墾
が
で
き
る
在
籍
有
産
の
近
隣

農
民
を
「
力
民
」
と
し
て
使
い
開

墾
す
る
こ
と
を
任
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
に
初
富
、
二
和
、
三
咲
、

豊
四
季
、
五
香
、
六
実
、
七な

な
栄え

、

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

八
街
、
九く

美み

上あ
げ
、
十と

倉く
ら
、
十
余
一
、

十と

余よ

二ふ
た
、
十と

よ
み
余
三
な
ど
着
手
順
に

ち
な
む
地
名
の
開
拓
地
が
誕
生
し

ま
し
た
。
明
治
3
年
（
1
8
7
0
）

末
頃
、
十
余
一
は
下
総
開
墾
会
社

頭
取
で
一
等
富
民
の
西
村
郡
司
が

受
け
持
ち
、
東
京
開
墾
人
の
十
一

人
を
使
っ
て
開
墾
が
始
め
ら
れ
、

後
に
谷
田
村
他
の
自
費
開
墾
農
民

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
下
総
牧
開
墾
事
業
に
お
い
て
は
、

も
と
も
と
農
業
に
不
慣
れ
の
東
京

開
墾
人
た
ち
は
き
つ
い
仕
事
に
耐

え
ら
れ
ず
、
度
重
な
る
災
害
も
続

い
た
た
め
に
離
脱
逃
亡
す
る
者
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
開
墾

会
社
の
方
も
投
資
回
収
が
困
難
と

判
断
し
、
明
治
5
年
（
1
8
7
2
）

に
会
社
を
解
散
し
ま
す
。
わ
ず
か

ば
か
り
の
土
地
が
東
京
開
墾
人
た

ち
に
分
配
さ
れ
た
だ
け
で
、
多
く

の
土
地
は
開
墾
会
社
の
社
員
の
手

に
渡
り
ま
し
た
。
自
費
開
墾
の
近

隣
農
民
に
あ
っ
て
は
地
主
に
も
な

れ
ず
、
三
井
や
西
村
ら
の
小
作
人

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
激
し
い
争
議
が
各
地
で

起
こ
り
ま
し
た
。
十
余
一
も
同
様

で
、
命
懸
け
で
裁
判
を
闘
っ
た
山

﨑
治
右
衛
門
に
ち
な
む
石
碑
が
現

在
も
香
取
神
社
に
残
り
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

ナ
ン
作
り
講
習

　
ナ
ン
と
キ
ー
マ
カ
レ
ー
を
楽
し
く

手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
6
月
2
日
㈪
・
9
日
㈪

　
正

午
〜
午
後
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
各

日
15
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

講
師

　
日
本
製
粉
㈱
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー

　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
月
24
日
㈯
ま
で
に
希
望
日
を

電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

社  「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」

を
届
け
ま
す

　
高
齢
者
宅
へ
ふ
れ
あ
い
食
事
運
営

委
員
が
作
っ
た
季
節
の
弁
当
と
花
を

無
料
で
届
け
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
市
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

日
程

　
6
月
5
日
㈭

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ご
ろ
ま
で
に

自
宅
へ
届
け
ま
す
。

対
象

　
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

人
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
22
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ

福  

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
講
座

　
ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル
か
ら
打
席
練
習

ま
で
講
師
が
丁
寧
に
教
え
ま
す
。
初

心
者
も
経
験
者
も
楽
し
く
学
び
な
が

ら
、
体
力
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
6
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
（
各
木
曜
日
・
全
4
回
）　
午

前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所
　
リ
ト
ル
グ
リ
ー
ン
ヴ
ァ
レ
ー

船
橋
（
神
々
廻
）

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

講
師
　
リ
ト
ル
グ
リ
ー
ン
ヴ
ァ
レ
ー

船
橋
　
岩
山
学
プ
ロ

持
ち
物
　
運
動
靴
、
ゴ
ル
フ
用
グ
ロ

ー
ブ
（
左
手
の
み
）、
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
（
7
番
ア
イ
ア
ン
）

※
運
動
で
き
る
服
装
（
ジ
ー
ン
ズ
不

可
）
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費

　
1
回
1
、3
0
0
円（
ボ
ー

ル
代
）

申
　
5
月
24
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

折
り
紙
絵
講
習

　
和
紙
や
折
り
紙
を
使
っ
て
、
か
わ

い
い
子
ど
も
の
色
紙
を
作
り
ま
せ
ん

か
。

日
時

　
6
月
12
日
・
19
日
・
26
日

（
各
木
曜
日
・
全
3
回
）　
午
後
1

時
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費

　
3
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
月
31
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

白  

モ
ビ
ー
ル
作
り

　
フ
エ
ル
ト
や
子
ど
も
の
写
真
を
使

っ
て
、か
わ
い
い
部
屋
飾
り「
モ
ビ
ー

ル
」
を
作
り
な
が
ら
、
子
育
て
の
情

報
交
換
も
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
6
月
2
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
子
ど
も
の
写
真
2
枚

※
直
径
5
㌢
㍍
の
円
形
に
切
り
ま
す
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

公  

0
歳
児
「
つ
く
し

ち
ゃ
ん
」
育
児
相
談

　
市
の
保
健
師
か
ら
子
育
て
に
つ
い

て
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
相
談
も

で
き
ま
す
。

日
時
　
6
月
9
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
25
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
26
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子

ど

も

桜  

子
ど
も
囲
碁
・
将
棋

教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

　
5
月
24
日
、
6
月
28
日
、
7

月
26
日
、
8
月
23
日
（
各
土
曜
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

（
自
由
参
加
）

西  

レ
ッ
ツ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
み
ん
な
で
「
お
好
み
焼
き
パ
ー
テ

ィ
ー
」
を
楽
し
も
う
。

日
時
　
31
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象
　
小
学
生
　
8
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
上
履
き
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
27
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

　
広
い
ホ
ー
ル
で
、
み
ん
な
が
大
好

き
な
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
。

日
時

　
6
月
7
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

対
象

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
上
履
き
、
飲
み
物

申
　
6
月
4
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

　桜台児童館では「青少年の居場所作り」
として、6月から児童館の開館時間を延長
します。
　友達同士のおしゃべりや自主学習の場に
活用でき、卓球なども楽しむことができま
す。
　利用を希望する場合は、保護者の同意を
得て、利用登録申請書（桜台センターにあ
ります）を提出してください。
開館日時　毎週金曜日　午後5時～ 7時
※第5金曜日とセンター休館日は休みです。
対象　市内在住の中学1年生から18歳まで
の人

日程表
日時 内容

6月7日㈯
13：30 ～ 15：30 ブルーベリー摘み（小雨決行）

7月5日㈯
13：30 ～ 15：30 牧場体験（小雨決行）

9月6日㈯
10：00 ～ 14：00 梨カレーを作ろう

10月4日㈯
13：30 ～ 15：30 地域を歩こう（小雨決行）

11月8日㈯
10：00 ～ 15：00

森でネイチャーゲーム・ドングリの
森づくり（NPO法人しろい環境塾）
※雨天時は11月9日㈰に延期、小学
1～ 3年生は保護者が同伴してくだ
さい。

 桜  さくらだいクラブ
～白井探検隊～

　自分が住んでいる「白井」を探検してみよう。
日時・内容　下表のとおり（全5回）
集合場所　桜台センター
※11月8日のみ市運動公園駐車場に集合してください。
対象　市内在住の小・中学生　12人（申し込み順）
参加費　1,500円（材料費ほか）
■申　5月25日㈰までに電話か直接桜台センターへ

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
6
月
5
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

モビール

子どもの折り紙絵

山﨑治右衛門之碑（平成
15年ごろ撮影）

 桜  「もっとほっとルーム」
をはじめます
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　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

◆
白
井
美
術
会
展

　
日
本
画
・
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

陶
芸
、
書
道
部
門
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

日
時

　
5
月
27
日
㈫
〜
6
月
1
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午

後
4
時
ま
で
で
す
。

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ

ャ
ラ
リ
ー

問
　
北
平
☎
（
4
9
1
）
6
4
2
6

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
31
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

　
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
名
曲
の

演
奏
と
歌
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
ど
な
た
で
も
事
前
申
し
込
み
な
く

参
加
で
き
、
希
望
者
は
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
の
試
奏
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
31
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
　
場
所
　
東
京
基
督
教
大
学
内

チ
ャ
ペ
ル
（
印
西
市
）　
入
場
料
　

無
料

問
　
東
京
基
督
教
大
学
教
会
音
楽
ア

カ
デ
ミ
ー
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
1

1
3
1

◆
Ｊ
Ａ
西
印
旛
農
産
物
直
売
所
「
や

お
ぱ
ぁ
く
」
そ
ら
ま
め
収
穫
祭

　
そ
ら
ま
め
と
馬ば

れ
い
し
ょ

鈴
薯
の
収
穫
体
験

と
試
食
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
6
月
1
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

（
受
け
付
け

　
午
前
9
時
30
分
〜
・

雨
天
中
止
）　
場
所

　
や
お
ぱ
ぁ
く

対
象

　
一
般

　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
　
参
加
費
　

1
人
5
0
0
円

申
・
問

　
5
月
24
日
㈯
ま
で
に
電
話

で
「
や
お
ぱ
ぁ
く
」
☎
（
4
9
8
）

2
0
0
7
へ

◆
白
井
子
ど
も
劇
場 

人
形
劇
「
ふ

く
ろ
う
ぼ
う
や
月
夜
の
ぼ
う
け
ん
」

　
京
都
の
人
形
劇
団
「
く
わ
え
・
ぱ

ぺ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
」
の
舞
台
、
子
ど

も
の
成
長
を
温
か
く
見
つ
め
た
人
形

劇
で
す
。
さ
ぁ
、
ふ
く
ろ
う
ぼ
う
や

と
一
緒
に
夜
の
森
に
冒
険
に
出
か
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
6
月
1
日
㈰
　
午
前
11
時
15

分
〜
正
午
（
開
場
　
午
前
11
時
〜
）

場
所

　
冨
士
セ
ン
タ
ー
　
参
加
費

大
人
1
、
5
0
0
円
、
子
ど
も
1
、

0
0
0
円

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
で
白
井
子
ど
も
劇
場
事
務
所
☎
・

（
4
9
1
）
2
1
6
3
・

 sh
iro

i_
k
o
d
o
m
o
@
y
ah
o
o
.co
.jp

へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

桜  
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
「
ア

リ
ス
の
お
茶
会
」

　「
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」が
作
っ

た
お
い
し
い
ケ
ー
キ
を
味
わ
い
な
が

ら
、
桜
台
セ
ン
タ
ー
で
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
5
月
23
日
㈮
、
7
月
10
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

※
飲
み
物
50
円
、
ケ
ー
キ
2
0
0
円

か
ら
で
す（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）。

公  

初
心
者
の
た
め
の
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
教
室

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
基
礎
的
な
使

い
方
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
27
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
白
井
写
真
ク
ラ
ブ
会
長
　
岩

立
忠
義
さ
ん

持
ち
物

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
筆
記

用
具

申
　
24
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

◆
総
合
護
身
武
道
　
拳
正
道

　
護
身
術
と
し
て
、
突
き
や
蹴
り
固

め
技
、
ミ
ッ
ト
打
ち
な
ど
の
稽
古
を

行
い
ま
す
。
技
術
面
だ
け
で
は
な
く
、

礼
儀
作
法
や「
人
と
人
と
の
和
と
輪
」

を
大
切
に
す
る
こ
と
も
指
導
し
て
い

ま
す
。
一
日
無
料
体
験
も
で
き
ま
す
。

日
時

　
毎
週
日
曜
日

　
午
後
7
時
〜

9
時

　
場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

◆
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
「
学

校
見
学
会
」

　
学
校
の
概
要
説
明
や
校
内
の
施
設

見
学
、
授
業
参
観
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
6
月
2
日
㈪
・
3
日
㈫
　
午

前
9
時
15
分
〜
11
時
50
分
　
場
所
　

県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
（
我
孫

子
市
）　
対
象
　
特
別
支
援
教
育
に

関
心
の
あ
る
人

申
・
問

　
電
話
で
県
立
我
孫
子
特
別

支
援
学
校
☎
0
4
（
7
1
8
7
）
0

8
3
1
へ

◆
あ
か
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

　
み
ん
な
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

体
験
し
た
り
、
離
乳
食
の
試
食
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
栄
養
士
に
よ
る
離

乳
食
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
6
月
5
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
場
所
　
は
な
ぶ
さ
保
育

園
　
対
象
　
市
内
在
住
の
1
歳
未
満

の
子
ど
も
と
マ
マ
　
6
組
（
申
し
込

み
順
）　
持
ち
物
　
赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ

ト
か
バ
ス
タ
オ
ル
、
子
ど
も
の
食
事

用
エ
プ
ロ
ン
と
ス
プ
ー
ン
　
参
加
費

2
0
0
円
（
材
料
費
）

※
ア
レ
ル
ギ
ー
食
の
希
望
は
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
保
育
園
で
感

染
症
が
流
行
し
た
場
合
は
、
中
止
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
　
5
月
22
日
㈭
の
午
前
9
時
か
ら

試
食
希
望
の
離
乳
食
の
種
類
（
初
期
・

中
期
・
後
期
・
完
了
期
）
を
電
話
か

直
接
は
な
ぶ
さ
保
育
園
子
育
て
広
場

「
ド
リ
ー
ム
☆
ポ
ケ
ッ
ト
」
☎
（
4

9
7
）
7
8
7
2
へ

対
象
　
5
〜
70
歳
　
講
師
　
拳
正
道

五
段
　
中
村
善
一
さ
ん
　
月
会
費
　

3
、
0
0
0
円
（
施
設
使
用
料
ほ
か
）

問
　
藤
井
☎
0
9
0
（
2
6
5
2
）

1
7
1
8

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
会
員
募
集

　
語
り
伝
え
る
白
井
の
歴
史
、
伝
統
、

文
化
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
7
日
　
午
前
9
時
30
分

〜
正
午
　
場
所
　
市
内
各
セ
ン
タ
ー

年
会
費
　
5
、
0
0
0
円
（
機
関
誌

「
た
い
わ
」
作
成
代
ほ
か
）

問
　
小
木
曽
☎
（
4
9
1
）
1
9
7
9

◆
ユ
ー
カ
リ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
会
員
募
集

　
定
期
演
奏
会
や
依
頼
演
奏
会
、
市

の
行
事
な
ど
に
一
緒
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
活
動
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
ユ
ー
カ
リ
タ
イ
ム
」
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
　
日
曜
日
の
午
前
（
月
2
〜
3

回
）　
場
所
　
市
内
各
セ
ン
タ
ー
ほ

か
　
対
象
　
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
バ

イ
オ
リ
ン
な
ど
の
演
奏
者

　
月
会
費

1
、
0
0
0
円
（
学
生
は
5
0
0
円
）

問
　
迫
田
☎
（
4
9
7
）
2
8
3
6

◆
㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
助
成
事
業
の

助
成
金
交
付
団
体
募
集

　
印
旛
沼
の
環
境
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
な
ど
に
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。

活
動
実
施
時
期

　
平
成
26
年
4
月
1

日
〜
平
成
27
年
3
月
31
日

　
助
成
金

額
　
1
団
体
20
万
円
が
上
限
で
助
成

対
象
事
業
費
の
3
分
の
2
以
内
（
基

金
の
予
算
範
囲
内
）

申
・
問

　
申
請
書
（
環
境
基
金
窓
口
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
6
月
6
日
㈮

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
か
直
接

〒
2
8
5
―
8
5
3
3

　
佐
倉
市
宮

小
路
町
12
　
㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
☎

0
4
3
（
4
8
5
）
0
3
9
7
へ

◆
印
旛
沼
・
流
域
再
生
大
賞
候
補
の

募
集

　
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

で
は
、
印
旛
沼
や
そ
の
流
域
の
再
生

へ
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
な
ど

を
「
印
旛
沼
・
流
域
再
生
大
賞
」
と

し
て
表
彰
す
る
た
め
、
7
月
15
日
㈫

ま
で
大
賞
候
補
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
な
ど
は
「
い
ん
ば
ぬ
ま

情
報
広
場
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境

課
企
画
班
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
3

1
5
5

◆
「
市
民
卓
球
大
会
・
講
習
会
」
参

加
者
募
集

　
年
に
1
度
の
卓
球
市
民
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
決
め
る
大
会
で
す
。
初
心
者

の
部
や
講
習
会
も
行
い
ま
す
。
詳
細

は
白
井
市
卓
球
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
6
月
8
日
㈰

　
午
前
9
時
〜

（
受
け
付
け
　
午
前
8
時
30
分
〜
）

場
所
　
大
山
口
中
学
校
　
対
象
　
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
　
種
目
　

一
般
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
、
壮
年
男
女

シ
ン
グ
ル
ス
（
50
歳
以
上
）、
初
心

者
の
部
（
卓
球
講
習
会
含
む
）　
参

加
費
　
5
0
0
円
（
見
学
ま
た
は
講

習
会
の
み
の
参
加
は
無
料
）

申
・
問

　
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住

所
、
電
話
番
号
、
種
目
を
5
月
23
日

㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
で
小
泉
☎
・

（
4
4
6
）
6
1

2
6
・ sh

iroi_tableten
n
is

@
y
ah
oo.co.jp

へ

◆
成
田
赤
十
字
病
院
の
外
科
外
来
が

「
完
全
紹
介
制
」
と
な
り
ま
す

　
現
在
、
内
科
な
ど
が
完
全
紹
介
制

で
す
。
7
月
1
日
㈫
か
ら
は
外
科
外

来
の
初
診
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
当
院
は
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し

て
、
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
医
療

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
日
常
的
な
医

療
は「
か
か
り
つ
け
医
」の
診
療
所
へ
、

精
密
検
査
や
手
術
、
入
院
が
必
要
な

場
合
は
当
院
へ
と
い
う
医
療
の
役
割

分
担
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
成
田
赤
十
字
病
院
☎
0
4
7
6

（
2
2
）
2
3
1
1

西  

1
0
0
歳
ま
で
元
気

ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と

上
手
な
付
き
合
い
方
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

①
認
知
症
予
防
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

日
時
　
5
月
28
日
㈬
　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ア
ロ
マ
整
体
師
　
浅
野
あ
ら

た
さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト

参
加
費
　
7
0
0
円
（
材
料
費
）

②
認
知
症
予
防
教
室

日
時
　
6
月
4
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
認
知
症
予
防
学
習
療
法
士

　

志
摩
正
規
さ
ん

参
加
費

　
3
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

申
　
①
は
5
月
23
日
㈮
、
②
は
5
月

30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
西
白
井

複
合
セ
ン
タ
ー
へ

公  

自じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術

　
自
己
免
疫
力
や
治
癒
力
を
高
め
、

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
健

康
体
操
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
31
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
　
29
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

男
子
料
理
教
室

　
市
の
管
理
栄
養
士
と
食
生
活
改
善

推
進
員
に
よ
る
男
性
の
た
め
の
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
簡
単
な
家
庭

料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
6
月
4
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
市
内
在
住
の
男
性
　
16
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
2
枚
、
タ
オ
ル

メ
ニ
ュ
ー
　
豚
肉
の
生し

ょ
う
が姜
焼
き
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
カ
ラ
フ
ル
サ
ラ
ダ
、
み

そ
汁
、
季
節
の
果
物

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
月
31
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

福  

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

知
っ
得
講
座

　
自
治
会
や
P
T
A
役
員
向
け
の
初

心
者
で
も
簡
単
に
で
き
る
回
覧
板
や

チ
ラ
シ
、
連
絡
網
の
名
簿
作
成
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
6
月
18
日
㈬
〜
20
日
㈮
　
午

前
10
時
〜
午
後
3
時
（
昼
休
憩
あ
り
）

対
象
　
一
般
女
性
　
10
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
6
月
6
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー
へ

西   楽しい演劇塾
　基礎から楽しくのびのびと演劇を学びませんか。
日時　6月5日㈭から毎月第1木曜日　午後4時～ 6時
対象　一般　15人（申し込み順）
■申　5月28日㈬までに電話か直接西白井複合セン
ターへ

2014.5.157
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活
習
慣
な
ど
も
学
び
ま
す
。

◆
外
国
人
と
の
交
流

　
市
の
友
好
都
市
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
市
を
訪

問
し
、
市
民
と
の
交
流
を
図
る

「
市
民
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
交
流
ツ

ア
ー
」
を
企
画
・
運
営
し
、
友
好

都
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
パ
ー

テ
ィ
な
ど
を
通
じ
て
両
市
民
の
友

好
関
係
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
来
訪
さ
れ
る
友
好
都
市
か
ら

の
お
客
様
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
歓

迎
会
な
ど
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　「
国
際
親
善
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大

会
」
は
、
近
隣
の
外
国
人
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
日
本
人
チ
ー
ム
を
交

え
、
運
動
公
園
の
ピ
ッ
チ
で
熱
い

ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　「
外
国
人
市
民
懇
談
会
」
で
は
、

日
本
で
の
生
活
に
慣
れ
る
た
め
の

援
助
活
動
や
、
日
本
文
化
の
紹
介

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

白
井
か
ら
世
界
へ
！

世
界
か
ら
白
井
へ
！ 

　
白
井
国
際
交
流
協
会
は
、
市
民

と
外
国
人
の
交
流
を
通
じ
て
、
諸

外
国
と
の
文
化
的
な
相
互
理
解
に

努
め
、
地
域
社
会
の
国
際
化
と
平

和
な
国
際
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
1
9
9
2
年
3
月

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
会

員
数
は
個
人
会
員
約
2
5
0
人
、

団
体
・
協
賛
会
員
約
30
団
体
で
す
。

◆
異
文
化
を
学
ぶ

　
協
会
で
は
、
講
演
会
や
交
流
会
、

料
理
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
各
国
大
使
に
よ
る
「
大
使
講
演

会
」
は
協
会
設
立
時
か
ら
開
催
し

て
お
り
、
今
年
で
24
回
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
講
演
会
で
は
世
界
の

国
々
の
歴
史
、
文
化
、
政
治
、
経

済
な
ど
か
ら
日
本
と
の
関
係
な
ど

に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。「
ミ
ニ

交
流
会
」
は
、
外
国
人
や
海
外

事
情
に
造
詣
の
深
い
人
を
招
い

て
、
広
く
海
外
文
化
の
理
解
促
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。「
料
理
教
室
」

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
料
理
を
参

加
者
が
作
り
、
同
時
に
文
化
や
生

◆
外
国
語
を
学
ぶ

　
好
評
の
語
学
教
室
は
現
在
「
ス

ペ
イ
ン
語
教
室
」「
英
会
話
教
室
」

「
中
国
語
教
室
」
に
加
え
外
国
人

市
民
向
け
に
「
日
本
語
教
室
」
も

開
講
し
て
い
ま
す
。 

◆
情
報
を
発
信
す
る

　
広
報
誌
「
Ｗ
ａ
！
Ｗ
ａ
！
Ｗ

ａ
！
」
を
年
4
回
発
行
し
、
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
w
w
w
.

ifash
iro
i.o
rg
　

で
も
情
報

の
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
会
費
は
、
個
人
会
員
が

2
、0
0
0
円
、
学
生
会
員
が
1
、

0
0
0
円
（
中
学
生
以
上
）、団
体
・

協
賛
会
員
が
1
0
、0
0
0
円
で
す
。

連
絡
先
　
白
井
国
際
交
流
協
会

事
務
局
　
☎
・

（
4
9
7
）

3
0
4
0
・

ifas@
b
z0
4
.

plala.or.jp

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

◆
地
域
社
会
と
の
交
流

　
毎
年
3
月
に
行
っ
て
い
る
世
界

の
音
楽
や
ダ
ン
ス
と
各
地
の
料
理

や
ケ
ー
キ
な
ど
を
提
供
し
、
国
際

感
覚
を
味
わ
え
る
「
世
界
の
ダ
ン

ス
＆
フ
ー
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
多
く
の
市
民
が
来
場
し
人

気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
そ
の

ほ
か「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」や「
市

民
活
動
ま
つ
り
」「
セ
ン
タ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑱

白
井
国
際
交
流
協
会

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
1
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

エルサルバドル大使講演会

世界のダンス＆フード・フェスティバル

　視覚障害者の皆さんへ「声の
広報しろい」や「声の社協しろい」
などを届けるために活動してい
る「白井市音訳ボランティア　
やまびこ」が、今年の4月に創
立30周年を迎えました。同会は、
昭和60年に「白井町朗読奉仕会
やまびこ」として誕生し、翌年6

月から「広報しろい」の音訳によるテープ録音を開始しています。30年
という長い活動の中では録音機材の変化もあり、平成21年にはテープ録
音からCD録音に変わりました。
　代表の佐藤さんは「現在、会は賛助会員4人を含め33人で活動していま
す。電子機器の発達に伴い録音機材が変わると操作を覚えるのが大変で
す。しかし、私たちは会の発足時から、情報を正確に伝えることの重要
性を常に考えて活動してきました。これからも、勉強会や研修などを通
して日々技術の向上に努めていきます」と話していました。当会の活動
内容については、社会福祉協議会　☎（492）5713へ。

　春の陽気に包まれた4月5日、里
山の自然環境が広がる平塚地区で
「体験型農園　えびちゃん農園」が
開園しました。市内で初めての体験
農園で、市内外から32人の会員が集
まりました。種まきから収穫に至る
までの指導は農家の海老原進さんが
あたります。農業体験がなく、普段
土に触れたことのない人でも新鮮な
野菜が収穫できるよう月2回の講習
会が予定されています。
　海老原さんは「体験途中で、台風や獣による被害があるかもしれない
が、農業の大変さや面白さを知ってほしい」と話していました。新鮮で
おいしい野菜の収穫が楽しみです。

海老原さんの説明に聞き入る会員の皆さん 

～声の広報を届けて30年～
「白井市音訳ボランティア　やまびこ」　

白井市音訳ボランティア「やまびこ」の皆さん

体験型農園「えびちゃん農園開園」
新鮮なやさいづくりを手ほどき

里山に囲まれた自然環境
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【
選
評
】　
天
　
ふ
ら
こ
こ
は
、
ブ
ラ
ン
コ
の
事
、
乗
っ
て
漕
げ

ば
心
が
ゆ
れ
、
懐
か
し
さ
は
古
里
に
及
ぶ
。
言
葉
少
な
に
望
郷

の
思
い
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
地
　
春
と
言
う
季
節
の
幕
が
上

が
っ
て
ゆ
く
処
で
す
。
桜
が
は
ら
は
ら
と
散
る
事
が
、
美
し
さ

を
添
え
て
い
ま
す
。
人
　
つ
ば
く
ら
め
の
処
が
他
の
五
文
字
の

物
を
入
れ
て
も
一
句
に
な
る
喩た

と
え
ば
蛙
鳴
く
。
牡
丹
咲
く
。
こ

こ
を
気
を
付
け
る
事
、
全
体
に
は
功
者
な
作
と
思
い
ま
す
。
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が
手
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馴
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た
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枝
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切
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整
え
る
喜
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が

伝
わ
っ
て
く
る
一
首
で
す
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